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竹内正毅理事長挨拶 

お金のことになると、今から１０年ほ

ど前に、内山節先生の「貨幣の思想史」

（新潮社 1997 年）という本を読みまし

たが、お金は汚くて、お金に執着すると

下品な人間と思われるというようなこと

が最初に書かれていた記憶があります。

途中の真ん中の部分は難しくて理解でき

ませんでしたので、一番最後を読んだら、

金のためなら名誉も人格も投げ捨てると

いう魔力のある金とは何者だということ

が書かれてあり非常に興味を持ちました。今日は、そのようなことを思い出しながらお話

をお聞きしたいと思います。 

内山節教授 

はじめに 

竹内理事長が取り上げられた本は「貨幣の思想史」という新潮選書から出版した本です。

貨幣を軸にして古典経済学は何を問題にしたのかを書こうとしたものです。今日の題名で

ある、「冷たいお金か温かいお金か」という言葉の使い方は、昨年出した新潮選書の「怯え

の時代」という本に触れているものです。私は気分の中では群馬県上野村という山間地に

住んでいます。人口は１４００人です。村民の所得からいえば日本最貧の村に近いと思い

ます。しかし、役場の財政状況は大変よく、地方交付税の不交付団体です。なぜ、不交付

団体かというと、最近、村の奥の地域にダムを１つＯＫしました。昔の建設省のダム計画

では村内に８つのダムを造る計画がありました。今回の市町村合併で強制的に合併させら

れる恐れがあったので、しかたなく、奥の方のダムだけをＯＫすることとしました。そこ

で暮らしている人たちが本当に貧しいのかといえば、そうでもありません。山奥の村です

から、村の人たちは何でもできますし、昔に近い形での助け合いともあり、村で暮らして

いると、生活自体もそんなに貧しくは感じません。むしろ、その何倍もの所得がある東京

の人たちの方が貧しいかもしれません。 
お金があるからといって幸せになるわけではありません。時には、お金はそんなにない

けれども幸せな人生というのはあります。もちろん、日々の生活が不可能なほど絶対的に

窮乏化してしまえば、そのようなことはいってられませんが。私たちの生活の上でお金は

どういう役割を果たしているかですが、不思議な存在でもあります。今日、はっきりとし

た所得格差が出てきました。全国的な平均貯蓄額は１世帯当たり１０００万円とかという
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数字があります。それを押し上げているのは定年退

職者世代で、比較的お金を持っています。２０００

万円くらいあります。現に働いている世代では、東

京では５０歳代前半で貯蓄ゼロとなっています。そ

の年代は子供の教育費や住宅ローンで支払いのピー

クを迎えるのです。その後、子供が大学を出るころ

から少し貯めて、退職金を貯めるというパターンで

す。それより若い世代では今までのような安定的な

雇用が無くなっていますし、非正規雇用で働く人が

増え、退職金でまとまってお金を返せるというよう

には言えなくなっています。非正規雇用は低賃金で

過酷な仕事で働いているというイメージです。量の

上ではそのような人が圧倒的ですが、そうではない

非正規雇用の人もいます。専門の分野で、たとえば

開発部門で働いているとかで、契約雇用で働いてい

ます。２５年ほど前に日本の代表的な電機メーカー

を見学したことがありますが、研究開発部門に何十

人も働いていました。そこでは管理職など２，３人

が正規雇用で、後の人は全員契約社員でした。技術

革新のスピードが早いので、正規社員を雇うと、そ

の部署だけしか分からない人が長期に雇用されるこ

ととなるので、必要がなくなった時に無駄になって

します。必要な技術を持っている人を契約で雇う方

が都合がよいとの説明を受けました。非正規雇用の

技術者たちは１０００万円くらいの年俸で働いていました。けして、貧しい非正規雇用と

いうものではありませんでした。働いている人は割り切っていて、１０年間ほどでお金を

貯めて、その後は全く違うスキルでやりたいという感じでした。東京を中心に、そのよう

な人を含め、私たちがイメージする、年功序列で退職金をもらうという形態とは切り離さ

れた人たちが大量に存在します。今年の春大学を卒業した人たちの５０％は非正規雇用で

すが、その人たちは１０００万円とかいう年俸ではなく、低賃金の非正規雇用です。その

ような人たちが半分を占める時代になっており、これまでのような、退職金で負債を消せ

るような人生設計はできません。これは、言いたくないことですが、一面ではやむを得な

いことです。かつて、日本を含め先進国は全て高度成長でした。ドイツもフランスもそう

でした。なぜ先進国が高度成長できたかといえば、先進国数カ国で世界経済を牛耳ってい

たからです。本来的には不当な形です。先進数カ国の談合によって世界市場が全て押さえ

られていたのです。結果として、先進国に大きい富をもたらし、人々はその分配に預かっ
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ていたのです。ほんの２０年前まで、自動車を大量生産できた国は１０カ国もありません

でした。日本、アメリカ、ドイツ、フランス、スウェーデンや旧ソ連、旧東ドイツなどで

した。大量生産で市場を牛耳っていたのは１０カ国に満たない国でした。そこで、富の独

占ができたわけです。ところがそこに風穴が空いた。新興国の台頭です。「中国製製品」と

して連想するのは「１００円ショップ」と「毒ギョウザ事件」です。信用できないイメー

ジですが、実際には中国は先進的な製品をどんどん作り始めています。太陽光発電パネル

は中国が生産量世界一です。どうしてそのように短期間にできるかですが、先端製品を作

ろうとすると、作るための工作機械や材料をどこで手に入れるかです。半導体を作るため

の半導体の基板になるシリコンウェハーというものがあります。シリコンウェハーの上に

線を引っ張って、酸化還元を繰り返しながら錆びをいっぱい作って、錆びの部分がトラン

ジスターの役割を果たし、非常に複雑な半導体が出来上がります。シリコンウェハーを作

る会社は世界に６社くらいだと思います。一番大きなシェアを持っているのは信越化学と

いう会社です。インテルが半導体を作る場合には信越化学などから買う必要があります。

そのシリコンウェハーの上に線を引くには、ステッパーという機械を使います。１ｍｍ幅

に２００本のような線を引くことができます。光学技術で光をコントロールして、レーザ

ー光線で線を引いて行きます。ステッパーを作っているのは、日本のニコン、キャノンそ

してドイツのシーメンスの３社しかありません。３社で独占しています。逆にシリコンウ

ェハーを作る会社もステッパーを作る会社も、買ってくれるところがあれば何処へでも売

ってしまいます。酸化還元を繰り返する炉を作る会社も日本には何社もありますが、その

ように、必要なものを買い集めて生産をしていく。それが、先端といわれる製品の生産方

法です。先端とは言われない昔の製品の生産方法は、意外と職人技が使われています。先

端製品はお金があれば中国でもインドでも簡単に作ることができます。１５年ほど前、韓

国のサムスンの社長の記者会見を見ていました。液晶テレビにサムスンが参入するという

ものです。記者団から「液晶テレビの技術は持っているのか」と質問を受けました。それ

に対し、社長は「ありません」と答えました。記者は「何の技術もなしにどうやって作る

のか」という質問がありました。社長は「ご心配要りません、必要なものは全部日本から

買います」と答えました。まさにサムスンは必要なものを全て日本から買って作って、そ

れから徐々に自社でできるものは自社でやるというようになってきています。いまや、液

晶テレビ世界一のメーカーになっています。 
韓国の現代（Hyundai）という自動車会社がアメリカに車を初めて売り込んだときです

が、コマーシャルで、車が道を走っている映像が流れ、「どこの車？」「現代です。」「現代

ってどこの会社？」「韓国です。」「韓国の車って大丈夫なの？」「ご心配要りません。エン

ジンとトランスアクスルは三菱です。」という中身でした。トランスアクスルはエンジンと

タイヤを繋ぐ部分ですが、この２つを三菱で作っているということは、後は単なる箱を作

っているだけではないかという気がしますが、そのような形で出発したのです。それが今

やアメリカ市場でも、日本車を脅かす存在になっています。今の経済は短期間のこのよう
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なことができるようになっています。もちろん立ち上げる段階では人間がある程度必要で

す。いくら材料と装置を買って来ても、その装置を動かす人間が必要です。円滑に動くに

は人間の手による微調整が必要です。韓国がこの間急激に経済発展しましたが、日本の技

術者が相当関わっています。特に定年技術者です。技術があるが、お払い箱になった技術

者です。その人たちがかなり高給でスカウトされ韓国で働きました。結果として技術移転

しました。材料が買え、装置が買え、人が買えれば、お金があれば当然にできます。今、

中国も液晶パネルや太陽光パネルを作っている会社では日本の定年技術者がいっぱい行っ

て働いています。自分たちの技術を活用できるわけです。 
そのことを長い目で見れば悪い事ではありません。先進国が世界市場を独占している状

態の方が、不公平かつ不平等です。いずれ正さなければならない。新興国が台頭している

状況は、長い目で見れば平等になっていく過程です。しかし、富を独占していた先進国に

とってみれば、独占を前提にした社会構造が出来上がっているわけですから、それが崩れ

るということはつらい目にあうということです。それが今始まりました。 
日本については高齢人口が増加していますから、昔のように成長することはあり得ませ

ん。私は立教大学の他に東大でも授業を持っています。３年ほど前に福井市の旧商店街出

身の学生にレポートを出してもらいましたが、福井市の商店街がいかに衰退しているかと

いうものです。かれは気持ちとしては福井に戻りたいが何の展望もないということが延々

と書いてありました。見た目は派手ですが、東京首都圏もかなり衰退してきています。通

勤圏として千葉県、埼玉県、神奈川県を含みますが、数値的に見て経済指標が横ばいなの

は東京都だけです。周辺の千葉県、埼玉県、神奈川県は急激な落ち込みをしています。落

ち込の理由は、住んでいる人たちが高齢化したからです。特に、高度成長期に「金の卵」

といって、日本中の若者をかき集めましたが、その人々が６５歳に達しつつあります。７

５歳以上、６５歳以上の人口の増え方は数の上では首都圏が他を圧倒しています。同じ現

象が大阪でも起きています。大阪も高齢人口が急激に増えています。これから介護などを

どうするのか非常に深刻な問題になってきます。高度成長のときには、全国の若者をかき

集めて、その人が結婚し、家を建てるなど、経済でいえばある程度活性化してきたわけで

す。ところが、その人たちがまとまって高齢化してきたわけですから、いろんなものが売

れなくなってきたわけです。しかも、不安な社会はではお金を持っていてもお金を使えな

い社会です。自分が認知症になるかもしれない、この後の医療制度も悪くなることはあっ

ても、良くなることはないだろうという不安もあります。今の世界経済は、先進国はどこ

でも強烈なインフレ政策を取っています。お金をジャブジャブ出しています。にもかかわ

らず、インフレにならないというのが今の不思議な状況です。どこかで堤防に穴があくこ

とがあれば、巨大なインフレになる恐れがあります。他方ではデフレを心配し、もう一方

でインフレが起きたらと心配する。そんな事を考えていて誰もお金を使わない社会を作っ

てしまった。 
一方においては、比較的お金を使ってくれるはずの現役世代の人口が首都圏でも急激に
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減っています。首都圏の中でも郊外から衰退しています。団塊の世代を大量に入居させた

多摩ニュータウンなどは、高齢者ニュータウンになっています。しかも丘陵地を開発した

ので、坂が多く高齢者には住みにくい地域になっています。また、子供達はみんな出て行

って、地域に若者がいないので元気な高齢者がＮＰＯを作り、元気を失った高齢者を支援

するようになっています。このやり方で１０年も２０年も続くはずはありません。 
 

１．なぜ「振り込み詐欺」はなくならないのか 

「冷たいお金、温かいお金」という言葉を使いましたが、世の中に振り込め詐欺という

のがたくさんあります。認知症の人が引っかかっているのではと思う方も多いのですが、

現実にはそうではありません。圧倒的に多いのは普通の人達です。高齢者はよくＴＶを見

ていますから、そのような事件が頻発していることは情報としてはよく知っているのです。

知っていても自分のところに来ると引っかかってしまうのです。それはなぜだろうと思う

のですが、今、高齢者が見つめているお金が何かということです。そこで、「冷たいお金、

温かいお金」という言葉を使うのですが、冷たいお金として、額面価値だけを見つめてい

る。毎月入ってくる年金でどう暮らすか、多少の貯金があっても、大きな病気になつたり、

認知症になったらやっていけるかどうかわからないという思いで通帳を眺めていると、そ

こにあるのは、ほんとうに厳しいお金、人間味の全くないお金です。そこへ全く音信のな

かった“息子”が「交通事故を起こした」とか「会社の金を使い込んだ」とかの理由で「お

父さん（お母さん）助けて」みたいな電話をしてくる。そうすると、久しぶりに“血の通

った”お金の使い方が発生するのです。「そのことによって自分の子供が助かる」。突然、

温かいお金の使い方が目の前に現れてくる。「音信不通だった“息子”が困った時にはやっ

ぱり自分を頼ってくれた」というのは親からすればほっとするものです。そのことが、「こ

こは頑張って助けなければ」ということで引っかかってしまうのです。シビアなお金に対

面しながら生活していたお年寄りが、突然、ほっとするお金の使い方・人間味のあるお金

の使い方に何年ぶりに出会うので、これには応えなければという思いからだろうと思うの

です。 
 

２．額面だけのお金、額面以上の価値をもたらすお金 

―市場経済における貨幣   ―関係のなかで使われる貨幣 
人間の血が流れているようなお金の使い方を、私は「温かいお金」と呼んでいます。 

どうも、私たちの社会で温かいお金の使い方が無くなっているようです。温かいお金は何

かというと、額面だけに支配されないお金です。「額面以上の価値がつく」お金です。たと

えば、子供の時に何か買いたいものがあって両親にねだったが、両親はくれなかった。そ

うしたらお祖母さんがそっと千円を出して、「これで買いなさい」といってくれた。その千
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円は千円以上の価値がある。千円なのか１万円なのか、百万円なのか、そのような金額で

は計れないありがたいお金です。額面では価値判断ができないお金です。市場経済は額面

通りのお金しかないわけです。スーパーに行っても血の通ったお金はないわけで、３００

円の物を買えば３００円の価値しかありません。ところが、人間たちがある関係の中で使

う金は、額面では計れない価値が付与される場合があります。それは、お祖母さんのお金

も、お祖母さんの孫の関係の中で付与されたお金です。金額じゃないよということです。

振り込め詐欺も、電話がかかってきた時点で“親子の関係”が一瞬にして回復するわけで

す。人間の一番大事な部分を詐欺に使うわけですから悪質です。 
 

３．使用価値と交換価値 

―アダム・スミスの経済学から  ―使用価値＝有用性＝関係のなかでの価値 

経済学の歴史の中で、アダム・スミスというイギリスの

経済学者がいます。１７００年代後半の経済学者ですが、

『国富論』という代表作があり古典経済学の父といわれて

います。アダム・スミスは、「使用価値」と「交換価値」

という言葉を使っています。使用価値とはそのものが持っ

ている有用性という概念規定をしています。例えば、マイ

ク（アンプを含んで）は音が大きくなるという有用性です。

一方、交換価値とは、交換上の価値ですからマイク・アン

プのセットが１万円なら１万円の価値ということです。ア

ダム・スミスはものには有用性という使用価値と交換上の

価値（交換価値）という２つの価値が含まれているという

わけです。スミスは経済発展によって人間が豊かに暮らす

社会を望んでいましたから、豊かに暮らす社会とはどちら

の価値に基づくのかを考えたわけです。食べ物には食べ物

の有用性があるし、衣類には衣類の有用性があり、建物に

は建物の有用性があるというように、我々は多様な有用性

に包まれながら暮らしている。それが豊かな暮らしである

と思ったわけです。アダム・スミスは本当は使用価値の経

済学を作りたかったのではないかと思います。しかし、ア

ダム・スミスは使用価値の経済学としては展開していませ

ん。交換価値の経済学として経済学を作っています。自分

の気持ちとはズレているのです。使用価値は価値量が確定できないということがネックに

あるのです。コップ一杯の水があったとして、それを長い間水の飲めなかった砂漠の民に

あげたとすると、無限の有用性がある、コップ１杯の水がなければ１時間後には死んでい
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たかもしれないほどの有用性があるといっています。しかし、湿潤で水が豊富な地域の民

にコップ１杯の水は何の有用性もないというわけです。使用価値は状況によって大きく変

化してしまう。だから価値量を確定できない。確定できなければそれを基にした経済発展

は成り立たないので諦めたわけですが、スミスは使用価値の大きいものは交換価値も大き

いと考えるならば幸せになるので、交換価値を増やしていけば使用価値も増えていくこと

になる。ところが、これも成り立たない。スミスは水とダイヤモンドの話をしていますが、

水は人間が生きていく上で重要なものだから大きな使用価値がある。にもかかわらず水に

は何の交換価値もない。ダイヤモンドは何の使用価値もないが交換価値は莫大である。だ

から、使用価値と交換価値は一致しないと書いたわけです。ダイヤモンドに何の使用価値

もないかどうかは別として、スミスが言いたかったことは正しいわけです。しかし、交換

価値しかない商品というものがあります。このマイクは交換価値がありますが有用性とい

う使用価値もあります。ところが、貨幣（お金）は使用価値はゼロで交換価値だけを持つ

もので、「純粋な商品」といわれます。それで何かを買えば、その買ったものには使用価値

はありますが、お金自体には使用価値はないわけです。貨幣には使用価値とか有用性がな

いので、本来的には温か味はないものです。しかし、人間たちがある関係の中でそれを使

うと、額面では計れない温か味が発生することもあります。 
 

４．貨幣に「使用価値」をつけることは可能か 

―関係をつくるための貨幣の使用  ―私たちのグループの実験＝とかちの、にっぽん

の、とかち屋台村、高崎屋台村 

今年の春、東京のグループと「にっぽんの」というレ

ストランを出しました。場所は東京の日比谷の帝国劇場

を持っている国際ビルの地下１階です。そのビルに３年

前に「とかちの」というレストランを出していましたの

で２店舗目です。「とかちの」は帯広を中心としたグル

ープで、農業者や畜産やチーズを作っている人もいて、

十勝の仲間が食材を提供しています。お酒はワインが主

体で、ワインは山梨県の勝沼の醸造家が中心です。業者

からの納入は私どもが買い取っているわけです

が、そのような店を作ろうと思ったのは、私ど

もが、仕事が終わってから集まれる場所が欲し

いということ、仲間が東京に出てきた時にちょ

っと寄っていける場所として、そこに行けば誰

か知り合いがいる、食事をしたり、議論をした

り出来る場所が欲しいということで２０席程度
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の小さな店を作ったわけです。それをやっているうちに、仲間が増え、今回は７か所から

食材を提供することとなったので「にっぽんの」という名前になりました。どちらもホー

ムページがあります。 

魚は愛媛県の宇和島の漁民たち、茨城県の無肥料で除草をしない農業の人が提供する野

菜、帯広の人、小田原の鈴廣のグループはかまぼこを提供する。富山のグループなどがあ

ります。大家は三菱地所で家賃は非常に高いのです。５０００万円もかかっています。そ

のお金のうち１０００万円は愛媛銀行が出資した形になっています。融資はありがたくな

いわけで、出資をお願いしたわけです。実はバブル崩壊後に愛媛銀行は地方銀行とは何か

ということについて労使をあげて検討し直したのです。元々、地域の人々の助け合いのた

めの銀行だったのに、いつの間にかただの金融機関になってしまった。原点に戻るべきだ

という議論をしたわけです。そのころ、東京で研究会などをやると、愛媛銀行の重役と労

組の委員長が一緒にくるという不思議な組み合わせでした。労働組合が労働者としての立

場・権利はもちろんあるわけですが、その前に地方金融とは何かを原点に戻って考え直そ

うということを労使一体でやったのです。愛媛銀行は、「えひめガイヤファンド」をつくる

わけです。預金量の一部をガイヤファンドという別会計に移すわけです。それを通常の融

資の仕方とは違う融資のやり方をするわけです。今、農協は農家への融資をやらなくなっ

てきていますので、それを肩代わりするという面もありますが、トラクターを買いたいか

らお金を貸してといっても、それは通常の融資です。その人が、トラクターを買って、こ

のような農業をやって地域を活性化していくというようなプログラムを持っていた場合に

は、ガイヤファンドからの無担保融資をするわけです。地域活性化の計画そのものに融資

するということです。一応、金融機関なので、大丈夫なくらいの別勘定を設けているわけ

です。最終的には愛媛銀行は、普通の預金者のもガイヤファンド側に預金をするというこ

とを考えてもいきたいといっています。預金者が１０万円を預金したとして、９万円は普

通の預金、１万円はガイヤファンドへの預金です。ファンドには全く利息が付きません。

しかし、そのお金が間違いなく地域活性化のために使われるわけです。預金を通して地域
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協力できる。しかし、愛媛銀行側は急がないといっています。ガイヤファンドが本当に地

域活性化の役に立つのかどうか立証するのが先だ、役に立っているのか分からずに預金だ

けかき集めるのは地域金融機関としての責任にならないとして、今のファンドをみんなが

認知するようになれば始めたいとのことです。 
今回、宇和島の漁民が東京のグループと繋がることによって地域の活性化につながると

いうプロセスにつきあうということですが、この１０００万円そのものは、ガイヤファン

ドではなく通常の融資の枠で出資という形でお願いしたものです。それに日本政策投資銀

行が８００万円を出資して頂きました。これからの政府系金融機関の在り方として、いろ

んな形で地域を活性化していく、コミュニティビジネスに協力をするテストケースで出資

をしてもらったようです。私どもで組合を作り、社債を発行して社債を引き受けてもらう

形で出資をお願いしました。残り３２００万円は私どもの出資です。通常の出資者は配当

はない、理由のいかんにかかわらず出資金の返還はない、利益が出ているにもかかわらず、

事業をやめようという時にだけ、「返還を検討する」ということにしています。利益は積み

立てて、次の事業に使う、その輪が広がっていくことが、出資者への“配当”であると考

えています。 
私どもは金融系のお金がいくらかある。その２０％は「みんなのお金を預かっている」・

全部のお金を自分の私有財産とは考えずに「預かっている」という考えを共有しておこう

という考えです。 
 
日本の平等感は伝統社

会では再分配システムだ

ったのです。不平等は必

ず起こるということを前

提としていました。同じ

ような仕事をしていても、

やや金持ちになっていく

人も、やや貧乏になって

いく人もある。時には

運・偶然もある。社会と

しては避けられない。そ

れでいいんだということ

になれば、不平等の固定化になる。その集まったお金をどうやって社会に再分配するかを

地域の人々が知恵を絞ったのです。村の庄屋はお金持ちですが、お寺を建て替える時に全

額出したり、半分を出したりするということです。社会還元するということです。２０年

ほど前（１９９０年）、酒田で市役所の職員に市内を案内をしてもらっていた所、その職員

に電話がかかってきて「えらいことになった」、「本間さんが倒産してしまった」というの
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です。酒田は本間さんという大地主がいて、最上川の河口には舟を使って集積された米の

本間家の倉庫が並んでいます。その米を満載された船が京都・大阪に回ったわけで、「本間

様には及びはせぬが、せめてなりたや殿様に・・・・」と唄われました。その本間家は明

治以降も君臨するわけですが、戦後は昔ほどではなくなった。酒田市には市営住宅がある

のですが、市営住宅という名前ですが、本間さんが作った住宅で、市は賃料を払わずに無

償貸与を受けて、それを住民に貸していたわけです。市営公園のいくつかも実は本間さん

の公園で、手入れも本間さんがしていたというのです。それは、江戸時代のなごりでずっ

とやっていたというのです。若い人が独立したいと思うと本間さんの本家を訪ねて行って、

そこで、自らを名乗って、「これまで修行してきたがこのたび独立したいのでご挨拶にあが

りました」というと、ご主人が５００万円くれるということが当たり前だったというので

す。結局、市民の力で本間家を潰してしまった。本間家に集まったお金の再配分システム

だったわけです。かつての社会はそういうシステムを持っていたのです。 
昭和２０年代ごろまでは、村で頭が良くて進学したいが貧乏で学資が出せないという子

供がいると、村の金持ちのところへ行けば、「心配しないでいい学資は私が払ってあげる」

といわれて大学へ行ったという話があります。その代り、それに応じて、それなりの尊敬

と強い発言権が与えられていたわけです。逆に金はあるが、全部私有財産で、何も出さな

いという人には何の発言権も与えられなかったわけです。それは村内では結構なペナルテ

ィーでした。これを、幕末のころ道徳として示したのが二宮尊徳です。「推譲」という言葉

を大事にしました。自分のところにお金が集まりすぎたのは、社会に歪みがあるからだと

考えました。人の二倍働いて二倍お金が入ってくるのならいいけれども、少しは努力した

かもしれないが、人の１００倍も２００倍も努力したわけではないのに、１００倍も２０

０倍もお金が入ってくる。それは社会に歪みがあるからで、そのお金はみんなの預かりで

あって自分のものではないのでお返ししなさいという考えです。ＩＴ長者がいますが、あ

の人たちが１０年で何百億円も働いたはずはないのです。返すにも道でばらまくわけには

いかないので、なるほどと思ったものにどんどんお金を出していくということです。気持

ちの中で、自分の持っているお金の一部は別ファンドにしてしまおう、２割はみんなのお

金を預かっている別ファンドなんだと、それは返すんだと、これは面白い計画だ・社会・

地域に役に立ちそうな計画があったらどんどん出してしまおうということです。もう少し。

お金に対しておおらかな姿勢で臨むべきです。 
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「にっぽんの」は２店目ですが、三菱地所からは３店目を作らないかといわれています。

私どもはレストランチェーンではありませんから、また５０００万円も出してやることは

できないと思いますが、店の人気はあるのです。全体では４店舗にあります。１店舗目は

十勝の「とかち屋台村」です。帯広は駅前がものすごく殺風景です。地域の活性化といっ

ても人が集まらなければどうにもなりません。そこで帯広の商工会議所の青年部と一緒に

なって屋台村を作ったのです。２０軒くらい入っています。帯広地区の人たちが共同出資

して作りました。屋台村がやりやすいのは、そこに来る人たちは屋台村全体としてレスト

ランとして利用するということです。１店舗ずつは単品でいいわけです。仕事を終った農

民が、いい野菜が採れたから持ってくるという出し方も不可能ではありません。消防法と

かはあるので、仲間の設計士に設計してもらったりしました。そうすると、まん中にオー

プンスペースが出来、自分たちのイベント会場として使うという事ができます。結構人気

店となりました。そこで、昨年１２月に群馬県の高崎市に２店舗目の「高崎屋台村」を出

しました。これは出すのは高崎の食材だけです。自分たちの地域にどんないい食材がある

かを再認識してもらうためにもやっています。高崎の場合、合併したので農村も広大にな

り食材も豊富です。ここも１５店舗ほどあります。どれも、うまくいくのか、地域の活性

化につながるのかどうかを詳しく言われると困るわけですが、ともかくやってみよう、う

まくいかなければまた考えようということでやっています。成果は何年後かに出てくるか

もしれませんが、ともかく回転しないと従業員たちもいますので回転はさせながら、結論

として必ずここに行くということがはっきりしなくてもいいと思います。みんなから預か

ったお金を出し合っただけですから、おおらかにやっているわけです。 
 

５．共同体的交換の復権をめざして 

―儀礼的使用、他者のための使用  ―「講」と庶民金融 

お金というものにどういう精神態度をとったらよいかです。確かにお金というものは何

にでもかえられる以上きわめて重要なものではありますが、そこに縛られると、逆に私ど

もの精神世界はものすごく貧しくなるし、いろんなことができない。それぞれの事情は認

める。だが、全て私有財産と考えたとたんに逆にお金に縛られてします。そこを突破しな

ければならないのではないか。 
伝統社会は一面では庶民金融を自分たちで作りだしながら生きてきました。山梨県など

は、「無尽」、「頼母子講」と呼んだり、単に「講」と呼んだりするものが今もたくさんあり

ます。二番目に残っているのは沖縄県といわれています。福井でも探せばあると思います。

講とは鎌倉時代来の宗教的な行事を行うための運営員会でした。念仏講とか葬式を出すた

めの講とかがあります。江戸時代になり、講が庶民金融の一面をもつようになります。そ

れが爆発的に流行るようになったのは、昭和恐慌期・世界恐慌期です。恐慌で人々が参っ

てしまったので、自分たちでお金を融通し合う形で相互扶助をする。東京にも残っている
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講があります。講は信頼できる人のみで構成するため、入るにあたってはメンバー全員の

承認が要ります。あまり大きくはしないで、２０～３０人です。よく分かっているメンバ

ーでやっているのです。毎月例会があり、１人・月１万円出す。会員が３０人だと、３０

万円のお金が集まる。それを借りたい人が入札をするのです。ある人は「２９万円」、別の

人は「２８万円」、最後の人が「２７万円」といったとすると、一番低い金額をいった２７

万円といった人が持っていくことになります。どうしてかというと、２７万円持って行っ

て、返す時には３０万円を返すことになるから一番高い金利を提示したということになり

ます。金利が先払いなので金利は増えません。１か月で返しても１年で返しても３年で返

してもいいわけです。よく信頼できるメンバーで作っているので、親が入院したり、不運

なことがあったりするとメンバーに分かる。どうしても欲しいが高い金利を払えないとい

う人は、たとえば「２９万９千円」というと、他の人が入札せず、どうしても欲しい人に

落札することができます。講はどうして「あげる」のではなく「貸す」のかというと、「あ

げる」ではどうしても精神的平等性が失われる。金利を払って借りるので、正々堂々と借

りれば良い。逆に応募者ゼロということもあります。その場合には「不成立」ということ

で１万円返す場合もありますが、多くの講は羽振りがいい人が落札し、翌月には返してし

まうこともあります。溜まった金はそれで遊びに行こうとか、貸し倒れ引き当てにする場

合もあります。返そうと思っているが返せない場合も出てきます。そこで、みんなの代わ

りに、みんなの信仰する霊山に登ってお札をもらって帰って来て、それで借金をチャラに

するということも行われました。「代参」といいます。実に巧みに借金の踏み倒しの仕組み

を作っているのです。自分たちの庶民金融を作りながら自分たちのお金を回していたので

す。それが、金融機関に管理されているようになりました。年金も国家に管理されている

ようです。自分たちの手元から離れ、見ているのは厳しく額面が迫ってくるようなお金で

す。少しでもそれを変えなければ、これからの社会はもうだめなのではないかと思います。

お金に対してどういう精神的態度で対面するかということをもう一度問い直すべきでなな

いかと思います。お金に対して自由な精神を持つべきです。 
 

６．まとめに代えて 

―お金が目的にされた社会、お金を手段として使う社会 

―ゲゼルの経済学（減価する貨幣） 

ゲゼルという奇妙な経済学を作った人がいます。ゲゼルは当初

から誰にも相手にされませんでした。資本主義の矛盾はどこにあ

るかというと、全ての商品は時間とともに、その交換価値を減価

させていく。洋服でも１年も着ていれば買った値段の１割でも売

れないでしょう。時間がたてば交換価値は劣化する。車も洋服も

時間がたてば劣化する。ところが、その商品を繋いでいる貨幣は
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劣化しない。その矛盾がいろんなところに出ている。貨幣はむしろ増殖してしまう。銀行

に預ければ利子が付き増殖する。貨幣が経済の中軸になる。他の商品は劣化するのに、劣

化しない商品が貨幣という形で一つだけある。とすれば、人々は劣化しない商品を持った

ほうがいいわけで、そこに経済の歪みが出る。そこでゲゼルが考えたのが劣化する貨幣を

作ればよいということです。劣化するお金とは、今、１万円のお金が来月になれば９千円

になるというものです。再来月には８千円になる。当然ながらこの奇妙な経済学はなんだ

と相手にされない。ところがこれが突然相手にされたことがあります。世界恐慌の時です。

あまりにも不況だったのでオーストリアで地域通過を発行し地域経済を活性化しようとし

たのです。市役所の職員の給与の５０％を地域通過で払う。事業体にも協力してもらって、

給料の半分は地域通過で支払ってもらうこととしました。紙幣の裏に欄があって、何月何

日に使われたというサインをする欄があり、１月すると１％ずつ劣化するというものです。

１年間ポケットに入れておいても、銀行に預けておいても１２％減るのです。お金がどん

どん価値が減少するので、早く使ってしまわなければということで消費する。オーストリ

アのその町は地域経済が活性化することとなりました。そこで、なるほどということで、

世界で３０００くらいの地域通過が発行されることとなり、それが機能したので中央銀行

が困ってしまった。こんなものが機能すると中央銀行の支配力が無くなるということで弾

圧されて終わりました。仮に福井県庁とか福井市役所が５０％地域通過を発行すると、持

っていても困らないものは買っておこう、お米とかトイレットペーパーとかを買っておこ

うとします。米なども劣化するのでそれだけでは限界があるので、次にはいずれ買うもの

で持っていても困らないもの・たとえば下着や洋服を買ったらとなる。しかし、洋服の場

合、次にこれを着るのは１０年後となると選択肢が変わってきます。今流行のものを買っ

てもだめなのです。長い間着られる価値とは何かということを考えざるを得なくなります。

それも限界がありますから、良い家具を買おうかということになりなります。良い家具を

買ったが、５年でゴミにしたのではもったいないですから、その家具を誰が受け継ぐかが

問題となります。３代くらい使う家具ということになってきます。自分の子どもが引き受

けなくても、地域社会の中でそのようなものが使われていく仕組みとかを考えなければな

らない。そういうことが始まると、使用価値というものが、いろんな形で問われてくる。

本当の使用価値とは何かということです。そういうことが問われかかったところでゲゼル

の提案した実験は終わってしまった。今、このゲゼルの経済学に多くの人が注目していま

す。イギリスの経済学者でケインズという人がいますが、ケインズ経済学は１９７０年代

まで世界の国家の経済政策の基本であった経済学ですが。ケインズは、晩年にあるところ

のインタビューで将来経済学者として有名になるのは、私でもマルクスでもない、ゲゼル

だと。将来人々はこのゲゼルの経済学の重要性に気がつくだろう。最も重要な経済学者と

して、世界に名を広める日がいずれ来るだろうと言っています（ケインズ『雇用・利子お

よび貨幣の一般理論』）。お金を何とかしなければこの社会はもう持たなくなっています。

資本主義の守護神といわれたケインズでさえ気がついていたのです。この問題に正面から
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ぶつかったゲゼルは非常に重要だと思います。 
 
 

★★★★★★★★★★★★★★★講師紹介★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 
内山節（うちやまたかし） 
1950年東京生まれ。哲学者。1970年代、渓流釣りなどの縁から上野村に住むようになる 。

2001年、NPO法人森づくりフォーラム理事。2004年、立教大学大学院 異文化コミュニケー

ション研究科 異文化コミュニケーション専攻 教授。現在、立教大学文学部教授（文学科:

文芸・思想専修） 
著書 
労働過程論ノート（田畑書店 1976 年・増補版 1984 年） 
存在からの哲学（毎日新聞社 1980 年） 
山里の釣りから（日本経済評論社 1980 年・岩波書店 1995 年） 
戦後日本の労働過程（三一書房 1982 年） 
労働の哲学（田畑書店 1982 年） 
フランスへのエッセー（三一書房 1983 年） 
哲学の冒険（毎日新聞社 1985 年・平凡社 1999 年） 
自然と労働（農山漁村文化協会 1986 年） 
自然と人間の哲学（岩波書店 1988 年） 
情景のなかの労働（有斐閣 1988 年） 
自然・労働・協同社会の理論（農山漁村文化協会 1989 年） 
続・哲学の冒険（毎日新聞社 1990 年） 
山里紀行（日本経済評論社 1990 年） 
戦後思想の旅から（有斐閣 1992 年） 
やませみの鳴く谷（岩波書店 1992 年） 
時間についての十二章（岩波書店 1993 年） 
森にかよう道（新潮社 1994 年） 
森の旅（日本経済評論社 1996 年） 
子どもたちの時間（岩波書店 1996 年） 
貨幣の思想史（新潮社 1997 年） 
自由論（岩波書店 1998 年） 
里の在処（新潮社 2001 年） 
森の列島に暮らす（コモンズ 2001 年） 
「里」という思想（新潮社 2005 年） 
「創造的である」ということ＜上＞農の営みから（農山漁村文化協会 2006 年） 
「創造的である」ということ＜下＞地域の作法から（農山漁村文化協会 2006 年） 
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戦争という仕事（信濃毎日新聞社 2006 年） 
日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか（講談社 2007 年） 
怯えの時代（新潮社 2009 年） 
清浄なる精神（信濃毎日新聞 2009 年） 
共同体の基礎理論 (農山漁村文化協会 2010 年) 
 
共編著 [編集] 
やまめ物語（現代書館 1986 年） 
＜森林社会学＞宣言（有斐閣 1989 年） 
思想と労働（農山漁村文化協会 1997 年） 
往復書簡思想としての労働（農山漁村文化協会 1997 年） 
ローカルな思想を創る（農山漁村文化協会 1998 年） 
市場経済を組み替える（農山漁村文化協会 1999 年） 
山里のごちそう話（ふきのとう書房 2003 年） 
まちづくりは面白い（ふきのとう書房 2003 年） 
地域の遺伝子をみがく（蒼天社出版 2004 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 
ちょっといって講座実行委員会 
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